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第１号議案  令和７年度事業報告及び収支決算について 

Ⅰ事業報告について 

１ 調査研究事業 

医療、保健衛生等の分野における各種の在宅医療･介護等について、次のとおり調査研究を行った。 

(1) 在宅介護実態調査 

神戸市医師会に委託して、神戸市医師会員が主治医として診察している在宅長期寝たきり者

について、次のとおり実態調査を行った。 

ア．回答集計 

在宅長期寝たきり者（令和７年７月１日現在、６か月以上寝たきり又はそれに準じる者） 

総  数  １，６２２人（男性 ５３５人、女性１，０８３人、不明４人） 

（平均年齢 ８４．４歳  男性７９．６歳、女性８６．８歳） 

イ．医療の対象である主たる病名 

① 高血圧症・心疾患          ３１３人（１９．３％） 

② 脳梗塞及び脳出血後遺症・脳血管障害     ２７８人（１７．２％） 

③ 認知症                 ２３４人（１４．４％） 

ウ．「寝たきり」の原因となった主たる病名 

① 廃用性症候群（老衰）           ３１９人（１９．７％） 

② 脳梗塞及び脳出血後遺症・脳血管障害  ３０３人（１８．７％） 

③ 認知症                  ２３６人（１４．６％） 

 

   エ．食事の状況 

① 自力で食事可能          ７５５人（４６．７％） 

② 介助で食事可能          ４９２人（３０．５％） 

③ 全介助（経管栄養等含む）        ３６８人（２２．８％） 

 

オ．在宅で行っている医療行為（複数回答可） 

① リハビリなどの機能訓練      １９８人（１０．５％） 

② 胃瘻（空腸瘻含む）による経管栄養      １６１人（ ８．５％） 

③ 尿道留置カテーテル、腎瘻、人工膀胱  １５５人（ ８．２％） 

④ 皮膚病変の処置、管理      １４５人（ ７．７％） 

 

カ．医学的見地から、より充実させるべき医療行為（複数回答可） 

① 入院のための病診連携      ４８７人（２２．５％） 

② 訪問リハビリテーション      ４７５人（２２．０％） 

③ 訪問看護        ３７７人（１７．４％） 

④ 他科医師との連携            ３４５人（１５．９％） 
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キ．現状で不足していると思われるサービスの種類（複数回答可） 

① なし        ７２５人（３７．１％） 

② 訪問リハビリテーション      ２８３人（１４．５％） 

③ 短期入所療養介護（ショートステイ）  ２２８人（１１．７％） 

④ 訪問看護                 １７６人（ ９．０％） 

⑤ 訪問介護（ホームヘルパー）         １５２人（ ７．８％） 

ク．主として介護している人 

① 子供（女）                 ３６５人（２４．９％） 

② 配偶者（女）                ２７２人（１８．６％） 

③ 親族以外の人（女）             ２４３人（１６．６％） 

④ 子供（男）                 １６１人（１１．０％） 

   ケ．人生の最終段階における受けたい医療のあり方についての相談 

① 行ってない                 ８３８人（５２．６％） 

② 家族と相談                 ４８３人（３０．３％） 

③ 本人及び家族と相談             ２０１人（１２．６％） 

④ 本人と相談                  ７２人（ ４．５％） 

 

   コ．医師以外に関与した職種（複数回答可） 

① 看護師                 １，４１２人（３２．６％） 

② ケアマネジャー             １，１１０人（２５．６％） 

③ 介護福祉士（ヘルパー含む）         ５３４人（１２．３％） 

④ 理学療法士                 ５０２人（１１．６％） 

 

サ．全体の看取り数 

     計１，５４１人（前年度２，０８４人） 

① 広い意味での自宅            １，２１９人（７９．１％） 

（自宅、老人ホーム、サ高住、グループホーム） 

② 施設                    ３２２人（２０．９％） 

（特養、老健） 

※看取り数の構成割合は、1,541人を分母とする。 

  

【まとめ】 

・ 医療の対象である主たる病名では、脳血管障害は減少傾向で、高血圧症･心疾患は増加

傾向にある。今後、心不全を伴う長期臥床者の増加による心臓リハビリテーションの

ニーズが増加してくる可能性が考えられる。 

・ 人生の最終段階における受けたい医療のあり方（ACP）について、相談をしている割合

については、ほぼ同じ傾向で、約半数の医療機関が行っていないとなっており、広が

りを欠いている。 
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(2) 神戸リハビリテーション病院退院患者調査 

     病院退院先の推移                           (単位：人) 

年度 退院患者数 家 庭 病 院 老人保健施設 老人福祉施設 その他 

５ ８９４ ６６１ ７８ ６４ ８０ １１ 

６ ９６３ ７１８ ８５ ６３ ８１ １６ 

７ ９０２ ６５５ ７２ ７０ ９２ １３ 

神戸リハビリテーション病院から家庭復帰した退院患者のうち、居宅介護サービス等を利用す

る方の担当のケアマネジャーに対し、在宅生活における状況等の調査を行った。 

【回答総数 １７３件（男性５７人、女性１１６人）】 

  ア．主な疾患 

    ①整形疾患           １０７件（６１．８％） 

    ②脳血管疾患           ４７件（２７．２％） 

    ③廃用他             １９件（１１．０％） 

 

  イ．急性増悪の有無 

    ①増悪なし           １５５件（８９．６％） 

    ②増悪あり            １６件（ ９．２％ 心不全、骨折、肺炎、他） 

    ③不明               ２件（ １．２％） 

 

  ウ．機能低下の有無 

    ①機能低下なし         １５４件（８９．０％） 

    ②機能低下あり           １８件（１０．４％） 

    ③不明               １件（ ０．６％）  

 

  エ．退院後の居場所 

    ①自宅             １６２件（９３．６％） 

    ②サ高住・有料老人ホーム      ５件（ ２．９％） 

    ③入所               ３件（ １．７％） 

    ③入院               ３件（ １．７％） 

 

 

 

 

 

 

 


